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１．はじめに～イスラーム哲学と西欧近代哲学
「イスラーム」と聞くと、ニュースで伝えられる紛争や暴動、テロリズム
関連の事件から、何か恐いもの、暴力的なもというイメージを抱いている人
が少なくないのではないだろうか｡そして、シンポジウムのテーマにある「ヨ
ーロッパ的理性｣とはなじまないもの－もしくは､欧米よりも文化的に遅れ、
非合理的、非理'性的なもの－と思っている人もいるのではないだろうか。日
本では、実際にイスラーム教徒と接する機会が皆無であり、’情報も少ないこ
とが、そのようなイメージを形成する要因となっていると思われる。しかし
ながら、「ヨーロッパ的理`性」が成立してくる以前、イスラーム世界(1)では
ヨーロッパよりも高度な文化が繁栄しており、その彼らの文化が、西欧近代
哲学の成立に大きな影響を与えたのである。
イスラーム哲学のことを、アラビア語で「ファルサファ」という。ギリシ
ア語「フイロソフイア」の音写であることに端的に表われているように、そ
れは古代ギリシア哲学を継承した外来の学問であった。９世紀頃から本格的
にギリシア語の哲学文献がアラビア語に翻訳され始め、特にアリストテレス
の著作はほぼ全てのものが翻訳され、イスラーム世界に伝わった。それらの
文献を元に、独自の思想・哲学が発展するのである。
イスラーム哲学を代表する哲学者のひとりに、イブン・スイーナー（980
-1037）がいる。彼はその主著『治癒」などで、次のような「空中浮遊人間」
の思考実験を行なっている。ある人間がおり、空中に浮遊して四肢は何にも
触れず、視覚等の感覚器官も完全に閉ざされた状態にあるとする。しかしそ
の人間は、自分自身が存在することを認識できるはずである(2)。彼はここか
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ら、存在という概念の自明さ、身体から独立した霊魂の存在を導き出す。し
ばしばデカルトの「コギト・エルゴ・スム（我思う、ゆえに我あり)」と比較
されるものであるが(3)、デカルトからさかのぼること600年以上前に、この
ような知見に至った哲学者がイスラーム世界に存在したのである。
１１世紀末から１２世紀になると、こうしたイブン・スイーナーらの優れた
業績がイスラーム世界からヨーロッパへ伝えられ、ヨーロッパにおける学
問．文化の新たな発展を促した。そして、後のルネサンス（14～１５世紀）の
重要な契機となるとともに、ヨーロッパ近代の学術誕生に大きな役割を果た
すのである。ルネサンスに先駆けた、この文化の革新運動は「１２世紀ルネサ
ンス」と呼ばれており、伊東俊太郎が興味深く紹介している。その著書のご
く初めの方から、一節を紹介しよう。
…問題はなぜ＋二世紀に、このような巨大な転換期をヨーロッパ
が経験したのかということです。それには後で述べますように色々
な原因が考えられますが…特に強調したいのは、ここで西欧世界が
イスラム文明に出会ったという事実です。つまり、それまで閉ざさ
れた地方的一文化圏に過ぎなかった西欧世界が、ここではじめて、
アラビアの先進的な文明に接し、そこからギリシアやアラビアの進
んだ学術・文化を取り入れ、自己の文明形態を一新したということ
です(4)。
それまで､ヨーロッパでは古代ギリシアの重要な学術書も知られておらず、
イスラームを介して初めて、ユークリッドやアルキメデス、アリストテレス
の多くの著作を知ることになったという。アラビア語を学び、アラビア語か
らラテン語への翻訳活動が進められた。中には、シリア、パレステイナ地方
へ高度な学術を吸収するために旅をする者もいたというのである(5)。かつて
は、イスラーム世界こそが文化の先進地であり、ヨーロッパはそこから学ん
でいた。このような事実を知るならば、イスラームの印象が大きく変わるの
ではないだろうか。
2．イスラーム神学による哲学批判
そのようなイスラーム哲学が、同時代、同じイスラーム世界内部ではどの
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ように捉えられていたかという問題に話題を進めたい｡イスラームにとって、
哲学はギリシア由来の外来の学問であり、不信仰な思想をも含むとして、イ
スラーム神学の立場からは、かなり強い批判が浴びせられた(6)。イブン・ス
ィーナーと並んでイスラーム思想史上最も重要な思想家の1人であると評さ
れるガザーリー（1058-1111）を例に挙げよう。彼は、神学者でありかつ法
学者、そしてスーフィー（いわゆるイスラーム神秘主義者。次節にて説明）
としても知られる人物である。
ガザーリーによると、哲学者の教説の中でも、特に以下の３つは不信仰で
あり、全ての信徒と対立するという(7)。
①肉体の復活の否定。哲学者たちは、この世の終末に、肉体は復活せず、
霊魂のみが最後の審判において賞罰を受けると主張する。しかしながらクル
アーンによれば、終末に人々は肉体を伴って復活するのである。例えば、次
のような章句がある。
また彼［不信仰者］は…言う、「誰が朽ち果てた骨を生き返らせま
しょうか｡」
言ってやるがいい、「最初にお創りになった方［神］が、彼らを生
き返らせる｡」（３６：78-79）（８）
従って、哲学者たちの説は断じて受け入れられないのである。
②神は普遍を知るが、個物を知らない。これもやはりクルアーンに「天に
おいても地においても、塵１つの重さも神は見逃すことはない」（３４：３）な
どと述べられたことに反しており、容認されない教説である。
③過去と未来にわたる世界の永遠』性の主張。イスラームにおいては、ユダ
ヤ教、キリスト教同様、世界は神が無から創造したものとされる。神はいつ
か終末をもってこの世界を終わらせ､その後､来世が到来する。このように、
世界は永遠なものではなく、真に永遠であるのは神のみである(9)。
しかしながら、批判者たちも、哲学の－分野である論理学は確実で有益な
ものであると認め、積極的に受容した。ガザーリーも、上記のような哲学批
判を展開する前に、次のように述べている。
論理学一この中には、否定的にも肯定的にも宗教に関係するもの
は何もない｡それは､証明や推論の方法､証明の前提のための条件、
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諸命題の結合の様式、正しい定義の条件やその仕方について考察で
ある。…この中には、否定すべきものは何もない。それは、神学者
や弁証家が証明について述べたことと同じ種類のものであり、違う
のはただ表現や用語であり、哲学者たちが説明や区分においてより
徹底している、というだけである（'０)。
ガザーリーらは､より厳密な説明や区分に基づいた哲学の方法を取り入れ、
彼ら自身の議論を精絨化していったのである。
3．スーフィズム
スーフイズムとは、イスラームにおいて内面を重視する思想や運動のこと
を指す｡禁欲主義という運動を１つの母胎としつつ､８世紀後半～９世紀頃形
成され、現代まで続いている。「スープ」とは羊毛の貧しい衣服を指す言葉で
あり､そのような貧しい衣服を身にまとい､禁欲と苦行に生きようとする人々
がスーフイーと呼ばれ､それが後に｢神秘家｣を指すようになったとされる(]])。
神との合一を説く神秘思想を１つの核とするため、「イスラーム神秘主義」と
訳されることもある。しかし、非日常的な神秘思想のみならず、日々の道徳
や、あるいは民間信仰とも関わるものであり、「神秘主義」という訳語では、
スーフィズムの全体を捉えられないのである（'2)。
神へと近付く修行においては､直接体験が重視される。実践例としては、
１日５回の義務以上の礼拝をすること、夜も寝ずに礼拝やクルアーン朗謂に
励むことが、しばしばスーフイーの列伝に記されている（１３)。オスマン帝国
下で広まったメヴレヴイー教団は、音楽に合わせて旋回し、陶酔・忘我の状
態に至るセマーの修行が有名である。体験重視という点において、スーフイ
ーの道('4)は、学問や理性的な思考とは対極にあるものとして位置づけられ
るだろう。ガザーリーの自伝的作品にも、彼がそれまでに学んだ諸学問とは
対照的なものとして、スーフィーの道を見出したことが記されている。ガザ
ーリーは弱冠33歳で当時の最高学府の教授に就任した､大変優秀な人物であ
る。学者として成功し、地位と名声を得た彼が、スーフイーの道について、
彼らの著作を通して研究すると、次のように感じたという。
…私が確実なこととして知ったのは、「体験の人」は「言葉の人」
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ではないこと、学習によって得られることはすでに私は習得したこ
と、残るのはただ人から聞いたり、学習によってではなく、直接的
味得や実践によってしか到達できないことだけだ、ということであ
った。…現在の自分の状態を反省してみると、しがらみの深みには
まり込み、四方八方からそれに縛られている自分に気がついた。ま
た私の仕事について考えてみても、その最も良い仕事が講義と教育
であったが､私が関わっていたのは､来世の道には何の価値もない、
無益なつまらぬ学問であることに気がついた（'５)。
こうしてガザーリーは教授職を離れ、スーフイーの道に入ってゆく。スー
フィーとなった後も著述活動を続け、スーフィーの視点からイスラームの諸
学を再構築した大著「宗教諸学の再興」('6）（以下、『再興」と略記）などを
著した。学問、そして理性的思考の極から、対極にある直接体験へと向かっ
て行った彼が説く修行法は、どのようなものであったか。そこでは、学問的
知識や理`性は全く不要なものとされているのだろうか。
4．ガザーリーの修行論と宗教思想
ガザーリーは「再興』の中で、以下の４つの修行法を組み合わせて、日常
生活の中で実践することを説いている（'7)。
①ズイクル。神の名を繰り返し唱えたり、神を想起したりすること。
②フィクル。しばしば「瞑想」と訳される修行。
③ドウアー。定型句を唱えることによる祈願。
④キラーア。クルアーンを朗調すること。
①に挙げたズィクルは、ガザーリー以降、スーフイズムの大衆化が進む中
で形成されていったスーフイー教団において重視され、教団ごとに多様な実
践方法が確立された。スーフイー思想家でも、ズイクルを重要視する立場が
優勢である。しかしながら、ここでは②フイクルを取り上げたい。というの
も、ガザーリーは②のフイクルの方を重視しているからである（'8)。フイ
クル、あるいはタファックル（同語根の活用形であり、意味は等しい）とい
う語は、クルアーンにおいてはズイクルと対で現われることも多い('9)。ま
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た、哲学の文脈においては、人間の思考能力を指す言葉でもある。ガザーリ
ーは『再興」第４部第９書において、フイクルの修行法を解説している。フ
イクルに関する様々な伝承(20)を列挙した後、フイクルの定義を示す。それ
によると、フイクルとは「そこから第３の知を引き出すために、心の中に２
つの知を提示することである」（21）という。これだけでは、何を意図してい
るのか分からないであろう。定義に続いてガザーリーが具体例を示している
ので、それを見てみよう。
現世に傾斜し現世の生を選択していながら、来世の方が現世より
も選択するに相応しいということを知りたいと望む者には、２つの
道がある。その１つは、他者から来世の方が現世より選択するに相
応しいと聞き、事柄の本質を見極めることなしにその人に従い、信
用し、ただその言葉だけに依拠して来世を選択するようになること
である。これが盲目的追従と呼ばれるものであり、知とは呼ばれな
より永続するものが選択するに相応しいということい。２つ目は、
を知り、来世’来世の方がより永続するものであることを知り、これら
２つの知から第３の知、すなわち来世の方が選択するに相応しいと
知が生じることである。来世の方が選択するに相応しいといういう
知の確立は、先行する２つの知なしには不可能である（22)。
下線部を整理してみると、以下のようになる。
より永続するもの（A）は、選択するに相応しい（B)。
来世（C）は、より永続するもの（A）である。
来世（C）は、選択するに相応しい（B)。
ＡならばＢ、ＣならばＡ、すなわち、ＣならばＢというように、三段論法の
形式を踏まえた推論となっていることが分かる。先行する２つの知とは、三
段論法の２つの前提を意味し、第３の知とは、それらから導き出される結論
を意味しているのである。三段論法の形式に当てはめれば、正しい前提から
は必ず正しい結論が導き出せる。古代ギリシアのアリストテレス哲学同様、
イスラーム世界の論理学者たちも、三段論法を最も確かな証明方法であると
考えていた(23)。
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現世はいつか終わる世界であり、来世こそが永遠に続く真の世界である。
その来世において、楽園に入れるように（すなわち、最後の審判でより多く
善行を積んだと判断してもらえるように）正しいムスリムとして生きるべき
であること。それは、信徒であるならば当然、親や師から聞いたり、クルア
ーンを読んだりして知っているはずの事柄である。上記引用文中に「盲目的
追従」と訳出したアラビア語があるが、他者から聞き、ただその言葉を信用
するというかたちで得た知は、不確かな知であり（ガザーリーに言わせれば、
「知」ですらないものである！）、信頼に足る確実な知ではないのである。ガ
ザーリーが示すフイクルとは、何らか全く新たな発見をするための方法とい
うのではなく、既に一応は知っているが未だ不確かな知を、論理学の方法を
用いて確実な知へと高めるための方法だといえる。このように、ガザーリー
はスーフイーの修行法の中に、理`性的な思考を取り入れているのである。
盲目的追従の段階を脱することは、ガザーリーの宗教思想の中で、１つの
重要な観点となっているように思われる。彼自身の実体験として、盲目的追
従に基づいた知と信仰が、頼りにならないことを悟っていたようである。
…青年に達する頃には、伝統への隷従の絆は私から離れ、伝統的
信条は崩れ去った。というのも、キリスト教徒の子はキリスト教徒
として成育する以外になく、ユダヤ教徒の子はユダヤ教徒として成
育する以外になく、またムスリムの子はムスリムとして成育する以
外にないことを、私は見ていた｡私は（また）次のような、使徒か
ら伝えられた伝承を聞いていた－「すべての子供は、純粋な本'性の
ままに生まれ、その両親が彼をユダヤ教徒、キリスト教徒、ゾロア
スター教徒にしてしまうのである」と（24)。
このムハンマド（使徒）から伝わる伝承は、通例、純粋な本性のままに成
育したならば、正しくイスラーム教徒になるはずであった子供を、イスラー
ム以外の宗教を信仰する親たちが、彼らと同じく、子供を非イスラーム教徒
に育ててしまうという意味に理解される。しかしながらガザーリーは、イス
ラーム教徒の家庭に生を受けたがゆえに、親たちの伝統通りにイスラーム教
徒になる場合も、自らその信仰を選択したのではないという点において、何
ら変わりはないのだと理解したようだ。つまり、彼自身も、ただ親たちの信
仰を受けついでイスラーム教徒になっただけだという自覚である。そのよう
－３２－
シンポジウム「ヨーロッパ的理性の境界へ」（中川・加藤・村上）
な信仰は、不安定な土台の上にあり、もろく崩れやすいものなのだ。確実な
知識を探求し、盲目的追従に基づいた段階の信仰を脱し、真の信仰へと進む
ために、人間の理性は重要な役割を果たす。ガザーリーが示す実践の道は、
理性的思考を完全に離れた体験ではないのである。
但し、人間の理性には限界があるということも、ガザーリーは指摘してい
る。人間の理性が有効であるのは、一定の範囲内のみであり、それを越える
領域は、啓示の領域であるという。人間には知りえない事柄が、預言者を通
して神から啓示の言葉として伝えられるのである（25)。
預言者たちは心の病気を拾す医者である。理性の効用とその役割
は、ただそのことをわれわれに知らせ、啓示についてはその真実性
を証言し、理性自体については､啓示の目によって知られるものは、
（理性では)知り得ないということを証言することである｡そして、
理性は、われわれの手を取り、盲人を先導者に、困り果てた病人を
優しい医者に引き渡すように、われわれを啓示の手に引き渡すこと
ができるにすぎない。そこまでが理`性が踏み込むことのできる限界
である。それ以上は進み得ないのであり、［心の］医者が示してくれ
ることをただ理解するだけである（26)。
各人が理性によってそれらを直接に獲得することが不可能であるとしても、
預言者たちの教えを正しく確実に理解するためには、やはり理`性をはたらか
せる必要があるだろう。ガザーリーの先の主張に基づけば、預言者の言葉や
啓示の正しさについても、盲目的追従による知では不十分であるからだ。自
らの理`性によって確かめ、確実な知とすることで、それらに依拠し、正しい
信仰者となれるのである。
5．終わりに
イスラーム哲学と西欧近代哲学の関係を導入とし、続けてイスラーム哲学
の位置づけ､スーフイズムという実践重視の伝統について概観した｡そして、
ガザーリーが説くスーフィー修行論の中に、哲学の－分野である論理学の方
法論が取り入れられていること、理`性を行使する必要が説かれていることを
確認した。理性や学問とは対極に位置するように`思われるスーフィズムの中
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に、一定の範囲内ではあるが、理性に対する確固たる信頼が示されているの
である。また、よいと思うものを積極的に取り入れる柔軟な姿勢も、見てと
ることができたであろう。イスラームの宗教思想における理性のあり方の一
例を示すと共に、イスラームのイメージを少しでも変えることができたなら
ば幸いである。
注
(1)暖昧さを含む呼称であるが、イスラームが主要な宗教として信仰された地域を指
して用いる。特に、本稿で取り上げるものは、時代的には主にアッバース朝から
セルジューク朝にかけて、地理的には北アフリカ～アンダルスーアラピア半島～
イラン地域にわたる範囲の出来事である。
(2)『治癒」は論理学、自然学、数学、形而上学から構成される大著である。小林春
夫、「イブン・スィーナー箸「治癒』文献解題」（「イスラーム地域研究ジャー
ナル』ＶｏＬ２（2010）、５７－６２頁）には、イブン・スイーナーの著作活動を含
め、同書が簡潔かつ丁寧に紹介されている。また、小林氏が代表をつとめ、筆者
も参加している治癒の書研究会では、同ジャーナルに「治癒』形而上学部分の翻
訳を順次発表中である。「空中浮遊人間」の議論は、自然学の第６部・霊魂論
第１章第１節及び第５章第７節にて展開されている。１つの巻の中で頁付けが変
わるものがあり煩雑になるため、参照巻のみ記す（自然学３分冊のうちの１冊
である）。IbnSrla，aI-hSZi〃..aI-Z1a茂加Z(2)，３vols・ｉｎ１，Ｑｕｌｎ［reprint]，
1404,Ｖo１．２，１３，２２５．
(3)例えば、次の論考を参照。Ｔ・-A・Druart，‘`TheSoulandBodyProblem：Avicenna
andDescartes,，，inAzla6ic〃iIosqlDﾉｹｧａ"ｄ坊ｅルbstjed・ｂｙＴ.－A．Druart，
GeorgetownUniversity，WashingtonＤＣ.，1988,27-49.
(4)伊東俊太郎、『＋二世紀ルネサンス」（講談社学術文庫、２００６年。原本は１９９３
年、岩波書店より刊行）、１３頁。
(5)伊東、前掲書、第２講・三を参照。
(6)「信仰」、「不信仰」をいかに定義するかという問題が、イスラーム神学発生の
要因の１つとなった。中村廣治郎、『イスラム教入門』（岩波新書、１９９８年）、
７８－８０頁参照。ハワーリジュ派という分派では､罪を犯した信徒はその罪によっ
て信仰を失い、不信仰者となるとされた。さらに、最も過激な派内分派では、そ
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のような者の悪を座視する信徒も、悪を犯した者として不信仰者であると認定さ
れたという。菊地達也、『イスラーム教「正統」と「異端」の思想史」、２９－３０
頁参照。信徒が信徒を殺害してはならないという規定は、クルアーン（４：３２）や
メデイナ憲章（ムハンマドがメッカからメデイナヘ移住後、ユダヤ教徒との間に
取り交わした契約）の中で示されている。信徒ではなく不信仰者であると認定さ
れることは、殺害の対象ともなる決定であり、時として極めて大きな意味を持つ
（但し、ガザーリーは哲学者に対してそこまでの主張はしていない）。なお、メ
デイナ憲章については、イブン・イスハーク、『預言者ムハンマド伝』後藤明他
訳（岩波書店、２０１０～2012、全４巻）、第３巻３０－３５頁に全文の訳が示さ
れている。
(7)ガザーリー、「誤りから救うもの：中世イスラム知識人の自伝』中村廣治郎訳（ち
くま学芸文庫、２００３年）、３８－４０頁（以下、『誤り』と略記）。同箇所にも説
明があるが、ガザーリーは『哲学者の自己矛盾」という著作において、より詳細
で長い哲学批判を展開している。『誤り』の記述は、その短縮版である。
(8)本稿のクルアーン訳は、主として『日亜対訳注解聖クルアーン」（日本ムスリム
協会、１９９６年改定版）に拠った。但し、「アッラー」という表記を「神」に変更
するなど、－部変更を加えている。
(9)「永遠」は、始まりのない永遠（azal）と終わりのない永遠（abad）の２つの側
面から説明される。後で、来世を永続するものと記すが、来世は現世が終わった
ときに始まる、すなわち始まりを持つものであり、神のように無始無終の永遠で
はない。
(10）ガザーリー、「誤り」、３６頁。
(''）中村、「イスラム教入門」、160-161頁参照。イスラームの神秘家を指す言葉
には、「スーフイー」以外にも様々にあり、それらがどのように区別され、位置
づけられるのかは､スーフィズム研究における1つの重要な課題である。「神秘家」
を指す語の多様性、スーフイーと聖性、聖者崇拝の関連について、以下の論考を
参照。YasushiTonaga，“SufiSaintsandNon-SufiSaintsinEarlylslamic
History,，，Ｚｈｅ/bumaZofSbphiajsia〃Studies２２（2004)，1-13.また、「ス
ーフイズム」という言葉自体、アラビア語の「スープ」に「主義（ism）」を付け
た、研究者による造語である。この造語によって、イスラーム内部の実践を切り
取ることに問題はないか、注意を喚起する声もある。赤堀雅幸「スーフイズム.
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聖者信仰複合への視点」（赤堀雅幸他編『イスラームの神秘主義と聖者信仰』、
東京大学出版会、２００５年、１－１９頁）、３－６頁参照。
('2）上記注（11）の最後に挙げた文献に収められた諸論考からも、スーフイズムの多
様性が分かるだろう。
('3）日本語で読めるものに、例えば次の作品がある。アッターノレ、「イスラーム神秘
主義聖者列伝」、藤井守男訳、国書刊行会、１９９８年。
('4）アラビア語で「タリーカ」。元来「道」を意味する言葉であるが、スーフーズム
の文脈においては､神へと至る修行の道､あるいは教団自体を指して用いられる。
(15）ガザーリー、『誤り』、６６－６７頁。
(16）al-GhazEilT，１１２J,t7,2ﾉｺﾞ"〃ａＺＺｒ〕７，４vols.，al-QEihirah，１９３９（以下、〃Jmi7』と略
記）．
(17）『再興』は大きく４つの部門に分かれ、各部門に１０の書が収めされている。ガ
ザーリーは第１部第１０書｢時間的なウィルド[修行日課]の順序の書｣の中で、
１日の間にどのように修行を行なえばよいかを詳細に示している｡中村廣治郎､『イ
スラムの宗教思想：ガザーリーとその周辺』（岩波書店、２００２年）、第２章第
２節に紹介がある｡本文中に示す４つの修行法は､『再興』中のその他の書でも、
繰り返し説明されている。
('8）ガザーリーが説くフィクルの詳細については、拙稿「ガザーリーの思想における
タフアックルの意ﾘﾗ'一『宗教諸学の再興」第４部第９書の場合一」（『オリエ
ント」４９‐1（2006）、150-164頁）参照。
('9）例えば、次の章句が挙げられる。「または立ち、または座り、または横たわって
（不断に）神を唱念し（yadhkurnna）、天と地の創造について考える（yatafakk
arDna）者は言う。『主よ、あなたは徒に、これらをお創りになったのではないの
です。あなたの栄光を称えます。火の懲罰から私を救って下さい。』」（３：191）
ここにあるように、フイクルは天地の創造など、世界を対象とした思念として用
いられることが多い。
(20）アラビア語でハデイース。通常、預言者ムハンマドの言行を伝えるものを意味す
る。イスラーム法において、クルアーンにつぐ法源である預言者のスンナ（,慣行）
は、ハデイースの中に記録されており、信徒にとって極めて重要なものである。
しかしながら、ムハンマド以外にも、ムハンマドから直接教えを受けた教友や、
それ以降の人物の言行を伝える伝承も多く、ガザーリーが『再興」に収録したも
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のも、そうした伝承が多い。禁欲家、敬虐な人物として知られる人物の言行がし
ばしば引かれている。
al-Ghazﾖ１１Ｊ?Zyt7,，Vol、４，４１２．
al-GhazEil7，功施，，Vol、４，４１２．
Shamslnati，“Logic,，，ｉｎeds・ｂｙＳ．Ｈ・Ｎａｓｒ＆０．Leamann，ノYistoryof
ISZamc〃iIosQpﾉｹＺ２ｖｏｌｓ.，London＆NewYork，1966,Ｖo1.2,808．
ガザーリー、『誤り』、１５頁。
例えば、千年に－度しか起こらないような天文現象は、人間が経験できないもの
である。しかしながら､そのような天文現象について知られているということは、
それが人間の理性によって探求されたのではなく、神から啓示として与えられた
(21）
(22）
(23）
(24）
(25）
知識だと考えている。ガザーリー、『誤り』、８０頁参照。
(26）ガザーリー、『誤り」、８７－８８頁。
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